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　７月４日（土）、福島大神宮境内特設ステージにおいて、
第20回かがり火コンサートが開催されました。
　当日は、第３部構成で行い、第１部は、北海道大学公共
政策大学院の小磯修二特任教授に「北海道新幹線と道南の
未来」という題目で講演を行っていただきました。
　第２部は、松前神楽保存会の神職らが「八

や

乙
おと

女
め

舞
まい

」や「獅
子舞」などの松前神楽を舞い、第３部は、ノンジャンル音
楽ユニットのヒカシューが多彩な音楽を披露しました。
　来場者は、かがり火の中、ステージでの催事を楽しんで
いました。

▲かがり火が灯される中で松前神楽（八乙女舞）を舞う様子

　７月14日（火）、町内の戦没者を追悼する福島町戦没者
追悼式が遺族や関係者約60名が参列し、福祉センターで開
催されました。
　追悼式では、遺族を代表して本庄節さんから「ふた度、
戦禍のない様、世界の恒久平和を祈念し、英霊皆様の安ら
かなご冥福をお祈りいたします。」と1追悼の辞を述べられ
た後、参列者全員が献花を捧げました。

▲戦没者追悼式の様子

▲白川由依さんによる決意表明の様子

　『犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ』
をスローガンに７月の１カ月間を強調月間として、「社会
を明るくする運動」が開催されました。
　当町でも、７月６日（月）に役場前に保護司会や更生保
護女性会の関係者が集まり、総理大臣と北海道知事メッ
セージの伝達式が行われました。
　メッセージの伝達に続き、青少年を代表して、福島中学
校の白川由依さんから非行や犯罪のない社会を目指す決意
表明が行われました。
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第17回　千代の富士杯争奪相撲大会
　７月19日（日）、第17回千代の富士杯争奪相撲大会が開催されました。
　当日は、前日からの雨の影響により、福島中学校体育館での開催となりましたが、地元福島町をはじめ札幌市な
どの道内各地や青森県から、計100名の参加がありました。
　また、併せて渡島中体連相撲大会も同時に開催され、参加した選手たちは、家族や観客が見守るなか、豪快な投
げや土俵際での粘りを見せ、白熱した取り組みを繰り広げました。

▲土俵上では、熱戦が繰り広げられました

☆
個　

人

▽
幼
児
の
部

優　

勝　

斉さ
い

藤と
う　

成な
る

希き

（
北
斗
市
）

準
優
勝　

正し
ょ
う

田だ　

奈な

絆の
は

（
札
幌
市
）

第
３
位　

工く

藤ど
う　

美み

花は
な

（
函
館
市
）

第
３
位　

西に
し

川か
わ　

乃の

愛あ

（
七
飯
町
）

▽
小
学
１
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

山や
ま

村む
ら　

哲て
っ

平ぺ
い

（
函
館
市
）

準
優
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山や
ま

下し
た　
け
ん

心し
ん

（
函
館
市
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第
３
位　

田た

附つ
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昴こ
う

（
青
森
県
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第
３
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関せ
き

根ね　

佑ゆ
う

介す
け
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札
幌
市
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▽
小
学
１
年
生
女
子
の
部

優　
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藤と
う

紅く

瑠る

美み

（
苫
小
牧
市
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準
優
勝　

川か
わ

西に
し　

莉り

子こ

（
函
館
市
）

第
３
位　

原は
ら

田だ　

七な

緒お

（
函
館
市
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第
３
位　

野の

坂さ
か　

亜あ

衣い

（
福
島
町
）

▽
小
学
２
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

三み

浦う
ら　

孝こ
う

太た

（
青
森
県
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準
優
勝　

竹た
け

田だ　

悠ゆ
う

人と

（
札
幌
市
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第
３
位　

松ま
つ

崎ざ
き　

蒼あ
お

叶と

（
北
斗
市
）

第
３
位　

斉さ
い

藤と
う　

克か
つ

気き

（
北
斗
市
）

▽
小
学
３
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

斉さ
い

藤と
う　

力り
き

丸ま
る

（
森　

町
）

準
優
勝　

村む
ら

田た

蔵く
ら

之の

介す
け

（
北
斗
市
）

第
３
位　

松ま
つ

井い　

翔し
ょ
う

汰た

（
函
館
市
）

第
３
位　

工く

藤ど
う　

隼は
や

真ま

（
函
館
市
）

▽
小
学
２
・
３
年
生
女
子
の
部

優　

勝　

佐さ

藤と
う　

愛ま
な

香か

（
森　

町
）

準
優
勝　

大お
お
久く

保ぼ

ひ
な
た
（
函
館
市
）

第
３
位　

渡わ
た

邉な
べ　

葉は

月づ
き

（
函
館
市
）

第
３
位　

村む
ら

田た

ち
ひ
ろ
（
北
斗
市
）

■
千
代
の
富
士
杯
【
大
会
結
果
】

▽
小
学
４
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

川か
わ

原は
ら　

陸り

玖く

（
北
広
島
市
）

準
優
勝　

伊い

藤と
う　

寛ひ
ろ

斗と

（
鹿
部
町
）

第
３
位　

佐さ

さ々

木き

海か
い

斗と

（
北
広
島
市
）

第
３
位　

佐さ

藤と
う　

駿し
ゅ
ん

耶や

（
青
森
県
）

▽
小
学
４
・
５
年
生
女
子
の
部

優　

勝　

白し
ら

神か
み　

結ゆ
う

希き

（
札
幌
市
）

準
優
勝　

湊み
な
と　

　

由ゆ
う

佳か

（
福
島
町
）

第
３
位　

西に
し

谷や　

栞し
お

音ね

（
札
幌
市
）

第
３
位　

船ふ
な

尾お　
　

凜り
ん

（
福
島
町
）

▽
小
学
５
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

三み

浦う
ら　

智と
も

一か
ず

（
青
森
県
）

準
優
勝　

正し
ょ
う

田だ　

悠は
る

倫と

（
札
幌
市
）

第
３
位　

東あ
ず
ま　

　

亮り
ょ
う

佑す
け

（
北
広
島
市
）

第
３
位　

佐さ

藤と
う　

悠ゆ
う

哉や

（
森　

町
）

▽
小
学
６
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

長は

谷せ

川が
わ

理り

央お

（
青
森
県
）

準
優
勝　

菊き
く

地ち　

夢ゆ
う

叶と

（
森　

町
）

第
３
位　

能の

戸と　

皓こ
う

暉き

（
森　

町
）

第
３
位　

木き

村む
ら　

陸り
く

人と

（
北
斗
市
）

◇
中
学
生
の
部

優　

勝　

宇う

賀が

塚つ
か

皓こ
う

平へ
い

（
札
幌
市
）

準
優
勝　

松ま
つ

田だ　

直な
お

也や

（
札
幌
市
）

第
３
位　

菊き
く

池ち

虎と
ら

之の

介す
け

（
福
島
町
）

第
３
位　

佐さ

藤と
う　

正ま
さ

成な
り

（
福
島
町
）

☆
団　

体

◇
小
学
生
の
部

優　

勝　

札
幌
す
も
う
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　

少
年
団
Ａ
（
札
幌
市
）

準
優
勝　

北
広
島
市
相
撲
同
志
会
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
広
島
市
）

第
３
位　

オ
ニ
ウ
シ
Ａ
（
森　

町
）

◇
中
学
生
の
部

優　

勝　

福
島
中
学
校 

（
福
島
町
）

準
優
勝　

札
幌
す
も
う
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　

少
年
団
（
札
幌
市
）

第
３
位　

北
斗
市
立
上
磯
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
斗
市
）

■
渡
島
中
体
連
【
大
会
結
果
】

☆
個
人

▽
中
学
１
年
生
の
部

優　

勝　

竹た
け

田だ　

翔し
ょ
う

己き

（
北
斗
市
）

準
優
勝　

太お
お

田た　

陽は
る

己き

（
福
島
町
）

▽
中
学
２
年
生
の
部

優　

勝　

坂さ
か

口ぐ
ち　

　

颯は
や
て

（
福
島
町
）

準
優
勝　

木き

村む
ら　

　

蓮れ
ん

（
福
島
町
）

▽
中
学
３
年
生
の
部

優　

勝　

秋あ
き

山や
ま　

将ま
さ

輝き

（
北
斗
市
）

準
優
勝　

菊き
く

池ち

虎と
ら

之の

介す
け

（
福
島
町
）

第
３
位　

佐さ

藤と
う　

正ま
さ

成な
り

（
福
島
町
）

☆
団　

体

優　

勝　

福
島
中
学
校
（
福
島
町
）

準
優
勝　

上
磯
中
学
校
（
北
斗
市
）
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　６月23日（火）、北海道電力福島営業所による街灯清掃
のボランティアが行われました。
　当日は、月崎地区の照明灯のガラス部分が清掃され、本
来の明るさが取り戻されました。作業を行っていただきあ
りがとうございました。

▲作業車で街灯を清掃する様子

▲午前中の講演の様子（写真中央　大山教授）

　「人口減少問題」を住民みんなで考えようをテーマに、
７月12日（日）、 10時から福祉センターで協働で進める「地
域創生」セミナーが開催され、当日は、町民・町職員合わ
せて30名の参加者がありました。
　講師は、北翔大学客員教授の大山慎介氏をお招きし、午
前中は講演、午後から３班に分かれてのワークショップを
行いました。
　今回のセミナーは、福島町総合戦略策定の一環として開
催され、午後のワークショップでは、各班の発表・提言を
総括し、講師より、相撲を活用した定住対策「相撲で住も
う」プロジェクトなどの施策提言がありました。

　

平
成
27
年
度
町
議
会
定
例
会
６

月
会
議
は
、
６
月
26
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
、
行
政
報
告
、
一
般
質

問
、
議
案
５
件
、
報
告
３
件
、
発

委
１
件
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

☆
一
般
質
問

　

２
名
の
議
員
が
、
次
の
２
項
目

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

・ 

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
支
援

者
金
を
活
用
し
て
国
民
健
康
保

険
税
の
引
下
げ
を

・ 

定
住
及
び
産
業
活
性
化
制
度
の

実
行
性
を
高
め
る
対
策
に
つ
い

て
☆
規
約
の
変
更

○
渡
島
公
平
委
員
会
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

渡
島
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

渡
島
公
平
委
員
会
か
ら
、「
南

渡
島
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
組

合
」
の
脱
退
に
伴
い
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
の
協
議
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
変
更
す
る
も
の
で
す
。

☆
補
正
予
算

○
平
成
27
年
度
福
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

総
額
で
６
千
522
万
７
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
39
億

４
千
31
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
福
島
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
431
万
円
を
追
加

し
、
保
険
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
５
億
９
千
801
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

☆
財
産
の
取
得

　

次
の
２
件
の
財
産
を
北
海
道
市

町
村
備
荒
資
金
組
合
の
譲
渡
事
業

を
利
用
し
て
、
財
産
の
取
得
を
し

ま
し
た
。

【
１
件
目
】

・ 

取
得
す
る
財
産

　

情
報
系
サ
ー
バ
ー　

一
式

・ 

取
得
価
格

　

１
千
15
万
２
千
円

・ 

取
得
の
相
手
方

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

【
２
件
目
】

・ 

取
得
す
る
財
産

　

業
務
用
パ
ソ
コ
ン　

一
式

・ 

取
得
価
格

　

624
万
２
千
400
円

・ 

取
得
の
相
手
方

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

町
議
会
定
例
会

（
６
月
会
議
）
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☆
報
告

○
福
島
町
議
会
一
般
質
問
等
答
弁

事
項
進
捗
状
況
調
査
の
報
告
に
つ

い
て

　

福
島
町
議
会
一
般
質
問
等
答
弁

事
項
進
捗
状
況
調
査
実
施
要
綱
第

５
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
27
年

６
月
10
日
現
在
の
進
捗
状
況
を
下

記
の
と
お
り
報
告
し
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
福
島
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
に
お
い

て
、
福
島
町
総
合
戦
略
策
定
事
業

な
ど
９
事
業
を
平
成
27
年
度
に
繰

り
越
し
た
た
め
、
地
方
自
治
法
施

行
令
第
146
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
し
ま
し
た
。

○
福
島
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
の
作
成
に
つ
い

て
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
第
８
条
第
６
項
の
規

定
に
よ
り
、
福
島
町
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
を
作

成
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

☆
発
委

○
憲
法
に
反
す
る
新
安
全
保
障
関

連
法
案
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

国
民
の
平
和
と
安
全
に
つ
い
て

一
か
ら
慎
重
に
議
論
し
直
す
こ
と

を
求
め
る
た
め
に
、
政
府
に
対
し

意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

■福島町議会一般質問等答弁事項進捗状況調査の報告

整理番号 1 議員名 熊野　茂夫 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【機構と職員定数関係】
　職員定数の減や庁舎内の連携不足の問題を抱え第５次総合計画を本年７月までにまとめる予定。限られた職員数の
中で最大の仕事をしないといけない状況。業務量の判断を見誤ると全体が滞る心配がある。

取り組み状況

① 平成27年４月１日付けで機構再編の一部先行実施をしました。（総務課と財務課の２課を、総務課と企画財政課、
税務課の３課に再編）
② 平成28年度機構再編に向け、現在、各課に対し、現状の認識と課題、職員配置等について照会をしております。な
お、７月に課長補佐クラスによる検討会を設置し、機構再編作業を進めてまいります。

整理番号 2 議員名 熊野　茂夫 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【合併60周年記念事業の庁舎内議論を】
　合併60周年に関しての、式典も含め色々な事について（計画立案、予算化）の議論は、庁舎内の職員のきちんとし
た共通認識の下に、これをテーマとして行ったのか。

取り組み状況

　本年４月６日（月）、各課調査を実施し、５月までの間に各課において関係団体との意見交換、また、管理職会議
を実施して、合併60周年の記念事業等を決定しました。
　定例会６月会議（平成27年度）において、関係団体及び町事業の実施に際し、合併60周年の喜びと感謝が実感でき
る事業実施となることを目的に、関係予算192万９千円を補正計上しました。
　また、上方演芸会等につきましては、事業費等が固まり次第、９月以降の会議に提案する予定であります。

整理番号 3 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【館崎遺跡に関する町民への報告講演開催】
①本事業の関係者による町民への報告講演開催。
②皆で縄文文化を考える講座の開催を検討してはどうか。

取り組み状況 　平成27年５月21日に開催された総務教育常任委員会（町内埋蔵文化財等の活用方法等について）において、平成28
年度以降の「館崎遺跡等に関するフォーラムの検討」を説明しております。

整理番号 4 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨【スキーの再普及の提案】　知内町の施設利用による子どもから大人までの、ウインタースポーツ（スキー）の再普及を提案する。

取り組み状況 　平成27年３月、知内町教育委員会と協議し、今年度の児童スキー教室実施を協議しております。
　また、今後の渡島西部４町の共同事業としての可能性も意見交換したところです。

整理番号 5 議員名 溝部　幸基 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【土地開発基金の廃止】
　土地開発基金を設置したときの考え方（状況）と現在の状況は全く違ってきているのではないか。取得済みの土地
もそのままの状態になっている。基金を廃止すべきではないか。

取り組み状況
　三岳団地改良住宅建替用地の確保に向けて、候補地の地権者に用地売却の意向を確認中です。
　地権者の意向が確認でき次第、議会と協議しながら、土地開発基金条例を廃止して、用地取得の財源とする方向で
検討しております。

整理番号 6 議員名 溝部　幸基 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【吉岡支所業務と吉岡総合センターの管理運営】
　吉岡総合センターに支所も入ることになる。今後、総合センターの運営に関しては、運営協議会のような形でソフ
ト展開や利活用方策を考えていると思うので、その内容を確認したい。

取り組み状況
　５月８日（金）、吉岡地区の町内会長に対して、吉岡総合センターの利用及び要望のアンケートを実施しました。（５
月29日回収）総合センターの運営及びソフト展開については、協議会等の組織は設置せず、吉岡地区町内会及び役場
全部署と協議しながら、利活用を進めることとしております。
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　９月１日から改選後の議員の任期がスタートします。これから議会が活動するために必要な事項等を決める会議です。
　ぜひ、初議会においで下さい。
＜初議会で決める主なこと＞
　　○議長選挙　○副議長選挙　〔議長及び副議長の選挙に伴い、それぞれの職を志す議員の所信表明を行います。〕
　　○常任委員・議会運営委員の選任及び各委員会の正・副委員長の互選
　　○議会選出各種委員などの選挙及び選任（一部事務組合・広域連合の議会議員、監査委員）
　　　※会議はインターネットで放映（議会ホームページ）しています。ぜひ、ご覧下さい。

お問い合わせ先　　議会事務局（☎４７－２２１５）　

9月1日㈫　午後1時30分日　時

■福島町議会一般質問等答弁事項進捗状況調査の報告

整理番号 7 議員名 木村　隆 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨

【福島町地域材活用住宅助成事業の検討】
　当初、地域材活用住宅助成事業は平成27年からの実施を計画していたはずである。しかし、計画を１年延ばして平
成28年に変更しています。本年度、どのように検討していくのか。町長の意気込みが伝わってきません。北海道から
の派遣職員も含めて、積極的に取り組んではどうか。

取り組み状況

　地域材を活用した住宅建設の助成制度について、本年２月９日に福島町建設協会との意見交換会を実施、また、４
月27日開催の林業振興協議会において制度創設の取り組み状況を説明し、現在は、森林組合と木材の流通経路確立に
向けた協議を進めております。また、定住促進住宅等奨励事業等、他の補助制度との連携についても、関係課と調整
を進めている状況であります。

整理番号 8 議員名 平沼　昌平 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【教育費・校歌のCD化について】
　各学校校歌のＣＤ化に取り組む姿勢はあるのか。時間的なことも含めて確認したい。ＣＤ ( 校歌）の提供により、
福島町を離れている札幌及び北海道福島会会員等の郷土愛がより深まることも期待できると思います。

取り組み状況 　各学校校歌のＣＤ化については、町村合併60周年の記念事業として、校歌ＣＤ（1,500枚）の作製費用41万円を、
６月会議に補正計上しております。完成は、 12月を目途としております。

整理番号 9 議員名 溝部　幸基 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨

【歳入・留保財源の考え方について】
　町はこれまで、補正財源の留保は主に交付税で措置し、交付税額が決定しても、全額を予算化することなく、補正
額に合わせて交付税を補正財源とする方法をとっております。本来、交付税を留保財源とする想定は無く、地方の固
有財源である主旨から、財源調整は、町税、財政調整基金を以って対応し、交付税は決定した段階で全額予算化し、
その額を議会及び町民に示すべきと考えます。初めての議論ではあるが、H27年度の交付税が確定した段階で整理す
る考えはないか。

取り組み状況
　財源調整を、町税とすべきか財政調整基金とすべきか、管内各町の対応を調査しております。
　財政調整基金とした場合の積立金の処分の議決の関係もあるため、平成28年度の当初予算に向けて検討すると答弁
しておりますが、今年度の普通交付税の決定後に整理したいと考えております。

整理番号 10 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨
【水道料金の見直しについて】
　昨年の９月会議における水道料金（営業用）の改定についての一般質問に対して、町長から全体の料金体系の見直
しを検討するとの答弁をいただいています。町長は、このことについて担当課に対しどのように指示しているのか。

取り組み状況
　人口減少に伴い、年々給水収益が減少傾向にありますが、現在は安定した経営状況であり、福島町総合計画前期実
施計画期間内での料金改定は必要ないものと考えております。しかし、現行の料金体系決定時と比べ町民の生活様式
が変化しているため、次期、料金改定に併せて料金体系の見直しを行ってまいります。

整理番号 11 議員名 平沼　昌平 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨【文化財保護費の旅費補正について】　これまで町内で出土した遺跡の保存展示等の進めたい方向性をどのように考えているのか。

取り組み状況

　平成27年４月、教育委員、社会教育委員、文化財調査委員等11名による北海道埋蔵文化財センター等の視察を実施
しました。帰町後、教育委員協議会、社会教育委員会議、文化財調査委員会議を開催し、各委員から意見をいただい
た上で、平成27年５月21日開催の総務教育常任委員会（町内埋蔵文化財等の活用方法等について）において、展示や
活用、保管計画等について提案したところです。
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８月15日（土）は投票日
忘れずに投票しましょう

福島町議会議員選挙福島町議会議員選挙

お問い合わせは、福島町選挙管理委員会（総務課総務グループ内）　TEL47-3001

　福島町議会議員選挙の開票速報は、町の
ホームページやメール配信でお知らせします。
　メール配信は下記アドレスで登録できま
す。この機会にぜひご登録ください。
（ア ドレス）http://www2.town.fukushima.

hokkaido.jp/cgi-bin/ml2form.cgi

開票結果をメール配信します
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　期日前投票をご利用の場合は、投票所入場券（ハガキ）裏面の宣誓書欄に必要事項を記
入のうえお持ちください。
　あらかじめ、投票所入場券の裏面にある期日前投票宣誓書を記入いただくと、期日前投
票所での手続きが簡単になります。

期日前投票を利用しましょう！

　町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧できます。
☆入札結果（6月22日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工　事　名　等 契約業者名 予定価格 契約金額 履行期間
福島中学校高圧受電設備改修工事 福島電工 2,555,280 2,473,200 H27. 8.31
浄化槽設置（その２）工事 中塚建設㈱ 7,225,200 6,907,680 H27. 9.30
新緑公園整備工事 安岡建設工業㈱ 7,290,000 7,020,000 H27.10.30
亀川橋外橋梁補修工事 ㈲創拓建設 3,412,800 3,304,800 H27.10. 9
新平和橋架替工事詳細設計委託業務 ㈱開発工営社 14,709,600 13,608,000 H27.12.21
各生活館等維持保全調査委託業務 ㈱三関建築設計事務所 1,998,000 1,868,400 H27.10.30
白符デジタルテレビ中継局予備電源整備工事 ㈱エヌエイチケイアイテック北海道支社 4,050,000 3,920,400 H27.12.25
白符デジタルテレビ中継局アナログ送信設備撤去工事 ㈱エヌエイチケイアイテック北海道支社 8,953,200 8,629,200 H27.10.31
情報系サーバー ㈱近藤商会 非公表 10,152,000 H27.10.31
業務用パソコン ㈱近藤商会 非公表 6,242,400 H27.10.31
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所
地

や
生
年
月
日
な
ど
と
関
係
の
な
い

番
号
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
に
は
１
法
人
１
つ

の
法
人
番
号
（
13
桁
）
が
指
定
さ

れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
社
会

保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野
で

皆
さ
ん
の
情
報
を
適
切
に
把
握

し
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個

人
の
情
報
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
国
が
導
入
す

る
制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
10
月
以
降
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
記
載
し

た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
、
全
戸
に

簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
に
は
、
12
桁
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
・
性
別
の
基
本
４

情
報
が
記
載
さ
れ
ま
す
が
、「
通

知
カ
ー
ド
」
自
体
を
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
住
民
票
の
世

帯
ご
と
に
送
付
さ
れ
る
の
で
、
住

民
票
の
住
所
と
異
な
る
所
に
暮
ら

し
て
い
る
方
は
、
通
知
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
に
住
民

票
を
移
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た
後
、
申

請
に
よ
り
、
平
成
28
年
１
月
以
降

に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て

使
用
で
き
る
ほ
か
、
カ
ー
ド
の
IC

チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
る
電
子
証
明

書
を
用
い
て
、
e-

TaX
（
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
な
ど

の
各
種
電
子
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
①
公
平
・
公
正
な
社
会
の

実
現
、②
国
民
の
利
便
性
の
向
上
、

③
行
政
の
効
率
化
の
３
つ
の
効
果

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
①
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　
（
給
付
金
等
の
不
正
受
給
の
防
止
）

　

所
得
や
給
付
金
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
受
給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な

る
の
で
、
負
担
を
不
当
に
免
れ
る

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
？

■ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
に
通
知

さ
れ
る
の
か
？

■
導
入
の
効
果
は
？

こ
と
や
給
付
を
不
正
に
受
け
た
り

す
る
こ
と
が
防
止
さ
れ
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
に
、
き
め
細
や
か

な
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　
（
手
続
き
が
簡
単
に
）

　

本
人
確
認
や
所
得
な
ど
の
情
報

確
認
が
し
や
す
く
な
る
の
で
、
社

会
保
障
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
申
請
時

に
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
添

付
書
類
が
減
り
、
行
政
手
続
き
が

簡
素
化
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
機
関
が
持
っ
て
い

る
自
分
の
情
報
を
確
認
し
た
り
、

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
行
政
の
効
率
化

　
（
手
続
き
が
正
確
で
早
く
な
る
）

　

国
や
地
方
公
共
団
体
等
で
、
複

数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が
進

み
、
作
業
の
重
複
な
ど
が
減
り
、

情
報
の
照
合
な
ど
に
か
か
っ
て
い

た
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

▲マイナンバーキャラクター
　「マイナちゃん」

▲個人番号カード　イメージ図（表面） ▲個人番号カード　イメージ図（裏面）

820  

一人にひとつ「マイナンバー」一人にひとつ「マイナンバー」
マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）が始まります。マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）が始まります。
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①
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
の
行
政

機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
た

め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
皆
さ
ん
は
、
年
金
・

雇
用
保
険
・
医
療
保
険
の
手
続
き
、

生
活
保
護
・
児
童
手
当
、
そ
の
他

福
祉
の
給
付
、
確
定
申
告
な
ど
の

税
の
手
続
き
で
、
申
請
書
な
ど
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
務
先
や
保
険
会
社
な

ど
の
金
融
機
関
に
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

②
民
間
企
業

　

民
間
企
業
は
、
従
業
員
の
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
の
加
入
手
続

き
・
給
料
か
ら
源
泉
徴
収
を
し
て

税
金
を
納
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、金
融
機
関
や
証
券
会
社
・

保
険
会
社
な
ど
で
も
、
利
金
・
配

当
金
・
保
険
金
な
ど
の
税
務
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
以
降
は
、
こ
れ

ら
の
手
続
き
を
行
う
た
め
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
提
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

で
き
る
機
関
な
ど

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

　
　
　
　

住
民
票
の
世
帯
ご
と

に
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

通
知
さ
れ
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始

　
　
　
　

税
の
手
続
き
や
年
金
、

医
療
保
険
、
雇
用
保
険

な
ど
の
社
会
保
障
の
手

続
き
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
申
請
者
へ
の

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
も
始
ま
り
ま
す
。

●
個
人
ご
と
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
運
用
開
始

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む

自
分
の
情
報
を
い
つ
、

誰
が
、
な
ぜ
提
供
し
た

の
か
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
地
方
公
共
団
体
等
も
含
め
た
情

報
連
携
を
開
始

　
　
　
　

情
報
連
携
に
よ
り
事
務

が
確
実
か
つ
、
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
国
民
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
、
暮
ら

し
が
も
っ
と
便
利
に
な

り
ま
す
。

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■専用ダイヤル　　☎０５７０（２０）０１７８（全国共通ナビダイヤル）
■受 付 時 間　　9時30分から17時30分（土日祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　　　※平成27年10月から平成28年3月までの平日は20時まで延長。
　　　　　　　　　※ 一部 IP 電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、☎050（3816）9405におかけください。
　　　　　　　　　※ナビダイヤルは通話料が発生します。

【企画財政課広報広聴係　☎47-3007】

マイナンバーに関するお問い合わせ

　　　 　
　　　　　
　　　　 　

平成27年10月
以降

平成28年1月平成29年1月平成29年7月

平成２８年１月以降、マイナンバーはこんな場面で必要となります。

都道府県・市町村に
提出する申告書、

給与支払報告書などに記載

年金の資格取得や確認、給付

など など

税務署に提出する
確定申告書、

届出書、法定調書などに記載

など

防災･災害対策に関する事務

被災者生活再建支援金の給付

被災者台帳の作成事務

社会保障関係の
手続

税務関係の手続 災害対策

ハローワークの事務

医療保険の給付の請求

福祉分野の給付、生活保護

雇用保険の資格取得や
確認、給付
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７
月
14
日
（
火
）
に
福
島

小
学
校
・
吉
岡
小
学
校
、
15

日
（
水
）
に
福
島
中
学
校
体

育
館
で
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
各
年
代
で

読
書
活
動
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
が
飾
り

付
け
や
本
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

設
置
、
書
籍
の
配
置
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
西
部

四
町
連
携
事
業
と
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る

よ
み
き
か
せ
も
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
体

育
館
の
床
に
シ
ー
ト
を
引
い

て
並
べ
ら
れ
た
書
籍
の
中
か

ら
自
分
の
好
き
な
本
を
次
々

に
借
り
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
を
簡
素
化
し
た
「
本

de
リ
ン
グ
」
と
い
う
新
企
画

を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
内
に
好

き
な
本
を
紹
介
し
、
生
徒
同

士
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

本
の
良
さ
を
グ
ル
ー
プ
の
仲

間
に
真
剣
に
伝
え
て
い
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
の
振
興
を
図
る
た
め
、

社
会
教
育
・
社
会
体
育
の
事

業
運
営
・
実
技
指
導
者
の
募

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
・
教
養
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
様
々
な
分
野

で
の
生
涯
学
習
講
座
・
教
室

の
お
手
伝
い
を
で
き
る
方
を

広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
指

導
内
容
か
ら
も
講
座
等
の
新

規
事
業
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
持
っ

て
い
る
知
識
や
経
験
を
生
か

せ
る
機
会
の
創
出
と
し
て
、

登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
不
明
な
点
は
生
涯
学

習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　

昨
年
度
は
、
講
師
の
登
録

を
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
、

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
づ
く
り
講

座
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
写
真
の
撮
り
方

講
座
や
ダ
ン
ス
教
室
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
新
規
事
業
の

開
催
に
向
け
て
、
講
師
と
し

て
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
天
体
観
察
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、

講
師
不
在
の
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
知
識
・
経
験

の
あ
る
方
の
指
導
者
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

本
に
親
し
む
時
間
を
！

本
に
親
し
む
時
間
を
！

福
小
・
吉
小
・
福
中
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
開
催

生
涯
学
習
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

生
涯
学
習
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

◇
成
人
祭
（
福
島
大
神
宮
）

○
期
日　

８
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

◇
成
人
式（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

○
期
日　

８
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◇
通
学
合
宿（

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

○
期
日　

８
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

〜
９
月
３
日（
木
）

◇
第
３
回
高
齢
者
学
級

（
趣
味
講
座
）

○
期
日　

８
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
９
月
８
日（
火
）

☆
８
月
の
行
事
予
定

―教育委員会通信 8月号―



○
少
年
野
球

▽ 
渡
島
西
部
四
町
交
流
少
年

野
球
大
会
（
７
月
12
日

（
日
）
木
古
内
町
鷹
取
球

場
）

１
回
戦

　

福
島
吉
岡
０
―
７

　
　

松
城
ユ
ニ
オ
ン

３
位
決
定
戦

　

福
島
吉
岡
５
―
４

　
　

知
内
元
町
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

○
水
中
運
動
教
室

　

今
年
度
の
水
中
運
動
教
室

は
、
７
月
か
ら
始
ま
り
、
８

月
ま
で
の
期
間
で
10
回
の
教

室
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
中
で
音
楽
に
合
わ
せ
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ャ
ン
ピ

ン
グ
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
を

行
い
、
心
肺
機
能
を
高
め

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

教
室
に
は
14
名
の
申
込
み

が
あ
り
、
初
回
の
教
室
が
７

月
10
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
自
分
の
体
力
に
合

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
等

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
等

わ
せ
た
動
き
で
健
康
の
た
め

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
（
水
）
よ
り
総

合
体
育
館
が
耐
震
化
等
改
修

工
事
の
実
施
に
よ
り
、
休
館

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご

不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
多
く

の
皆
さ
ん
に
プ
ー
ル
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
民

プ
ー
ル
の
無
料
期
間
を
設
定

し
ま
す
。

　

多
数
の
方
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
設
定
期
間　

　

７
月
25
日
（
土
）
〜

　

８
月
16
日
（
日
）

　

※ 

８
月
３
日
（
月
）・
10

日
（
月
）
は
通
常
休
館

日
で
す
が
、
16
時
30
分

ま
で
臨
時
営
業
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
夏
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、「
プ
ー
ル

祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
家
族
・
ご
近
所
・
お
友
達

お
誘
い
合
わ
せ
て
の
、
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜

▽
場
所　

町
民
プ
ー
ル

▽
参
加
料　

無
料

▽
イ
ベ
ン
ト
内
容

・ 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
模
範
泳
法
披
露
、
指
導

・ 

浮
島
わ
た
り
競
走

・ 

25
ｍ
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

・ 

宝
探
し

◇ 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
町
民
プ
ー
ル
）

▽
８
月
４
日
（
火
）

幼
児
〜
小
学
３
年

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

小
学
４
年
〜
小
学
６
年 

　
　

13
時
30
分
〜
15
時

◇ 

第
14
回
千
代
の
富
士
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
福

島
町
フ
ァ
ミ
リ
―
ス
ポ
ー

ツ
公
園
）

▽
日
時　

８
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分

▽
参
加
料　

千
五
百
円

◇
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

▽
日
時　

８
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

８
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

▽
参
加
料　

無
料

◇ 

少
年
少
女
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

体
験
教
室
（
ノ
ー
ゲ
ー
ム

デ
ー
推
進
事
業
）

▽
日
時　

８
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

▽
参
加
料　

無
料

●
８
月
の
行
事
予
定

お
知
ら
せ

ＡＢ

町
民
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

町
民
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

―教育委員会通信 8月号―



修
学
旅
行

宿
泊
研
修

楽
し
か
っ
た
修
学
旅
行

元
気
い
っ
ぱ
い
宿
泊
研
修

不
審
者
対
策
訓
練

交
通
安
全
教
室

　

６
月
24
日
（
水
）
〜
25
日
（
木
）

に
、
６
年
生
が
修
学
旅
行
に
出
発

し
ま
し
た
。
青
森
に
着
い
て
か
ら

「
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・
ラ
ッ
セ
」
に

到
着
。
館
内
を
見
学
し
た
後
、
午

後
か
ら
各
班
に
分
か
れ
て
自
主
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
班
で
立
て
た

計
画
に
し
た
が
っ
て
史
跡
や
記
念

館
等
を
回
り
、
ふ
だ
ん
の
学
習
で

は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
吊
駒
絵
付
け
体
験
を

し
た
後
、
ホ
テ
ル
に
到
着
。
夕
食

や
入
浴
な
ど
を
通
じ
て
集
団
生
活

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
二
日

目
は
浅
虫
水
族
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
様
々
な
魚
の
種
類
や
特
徴
に

触
れ
た
後
、
み
ん
な
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
最
後
に
、
三
内
丸
山

遺
跡
を
見

学
し
、
一

泊
二
日
の

修
学
旅
行

を
終
え
ま

し
た
。

　

６
月
30
日
（
火
）
〜
７
月
１

日
（
水
）
に
か
け
て
、
５
年
生
が

宿
泊
研
修
に
出
か
け
ま
し
た
。
当

日
は
雨
天
の
た
め
、
駒
ヶ
岳
登
山

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
屋
内

で
キ
ン
ボ
ー
ル
や
木
工
ク
ラ
フ
ト

等
を
体
験
し
ま
し
た
。
夕
食
は
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
野
外
炊
飯
で
し
た
。

ネ
イ
パ
ル

森
に
泊

ま
っ
て
充

実
し
た
２

日
間
の
研

修
を
終
え

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

　

６
月
18
日
（
木
）、
19
日
（
金
）

は
６
年
生
６
人
が
待
ち
に
待
っ
た

青
森
方
面
へ
の
修
学
旅
行
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
三
内
丸
山
遺
跡
、

青
森
県
立
美
術
館
と
浅
虫
水
族
館

へ
行
き
ま
し
た
。
三
内
丸
山
遺
跡

で
は
、
縄
文
時
代
の
建
物
の
大
き

さ
に
驚
い
た
り
、
生
活
の
様
子
を

学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浅
虫
水
族
館
で
は
、
カ

ラ
フ
ル
な
魚
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

イ
ル
カ
の
ジ
ャ
ン
プ
に
目
を
奪
わ

れ
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
（
火
）
〜
７
月
１
日

（
水
）
に
、
５
年
生
の
宿
泊
研
修

が
福
島
小
学
校
と
合
同
で
、
ネ
イ

パ
ル
森
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

駒
ヶ
岳
登
山
は
、
あ
い
に
く
の

雨
で
実
施
で
き
ず
、体
育
館
で「
キ

ン
ボ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
体
験
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で

し
た
が
、
友
だ
ち
と
作
戦
を
考
え

た
り
声
を
か
け
あ
っ
た
り
し
て
汗

を
か
き
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

６
月
23
日
（
火
）
に
、
不
審
者

対
策
訓
練
を
松
前
警
察
署
と
の
連

携
で
実
施
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

自
身
で
不
審
者
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
や
大

声
で
助
け
を
呼
び
す
ぐ
逃
げ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
不
審

者
の
特
徴
を
大
人
に
伝
え
る
こ
と

も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
も
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
訓
練
に
よ
り
、

子
供
た
ち
は
、
身
の
安
全
を
守
ろ

う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
と
思

い
ま
す

　

２
日
目
は
、
三
沢
航
空
科
学
館

へ
行
き
、
月
の
重
力
疑
似
体
験
や

空
気
の
力
体
験
を
し
て
科
学
の
不

　

夕
食
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。

　

火
お
こ
し
は
、
煙
が
目
に
し
み

て
悪
戦
苦
闘
す
る
子
供
た
ち
も
い

ま
し
た
が
、
苦
労
し
た
分
、
大
変

美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
で
き
、

２
杯
、
３
杯
と
お
か
わ
り
す
る
子

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
友
だ
ち

と
協
力
す
る
な
ど
様
々
な
活
動
か

ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
合
同
宿
泊
研
修
で
し
た
。

思
議
を
興
味
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
と
過
ご
し
た
２
日
間
。

良
い
思
い
出
を
お
土
産
に
絆
を
深

め
た
修
学
旅
行
で
し
た
。

　

７
月
16
日
（
木
）
に
、
ヤ
マ
ト

運
輸
の
方
を
招
い
て
交
通
安
全
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
の
死
角
や
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
大
切
さ
、
大
型
の
車
の

曲
が
る
際
の
内
輪
差
に
つ
い
て
実

際
に
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
を
生
か
し
て
、
日
常

の
交
通
安
全
に
気
を
付
け
て
い
き

ま
す
。



社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

講
演
会
の
実
施

販
売
実
習

〜
札
幌
福
島
会
に
て
〜

薬
物
乱
用
防
止
教
室

〜
違
法
薬
物
に
近
づ
か
な
い
た
め
に
〜

校
外
清
掃

〜
町
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
〜

今
年
も
玄
関
前
を
多
く
の

花
た
ち
が
彩
っ
て
い
ま
す

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一

環
と
し
て
講
演
会
が
、
福
島
中
学

校
体
育
館
で
、
松
前
地
区
保
護
司

会
福
島
支
部
の
保
護
司
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
７
月
10

日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
保
護
司
の
方
か
ら

の
挨
拶
の
あ
と
、
用
意
し
て
い
た

だ
い
た
ビ
デ
オ
を
全
校
生
徒
で
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
は
、
家
族
か
ら
の
愛
に

飢
え
て
、
グ
レ
て
し
ま
っ
た
少
女

が
周
り
の
人
た
ち
の
愛
で
少
し
ず

つ
更
生
し
て
い
く
と
い
っ
た
話
し

で
し
た
が
、
約
30
分
間
全
員
が
集

中
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

ビ
デ
オ
を

見
て
の
感

想
を
全
校

生
徒
に
書

い
て
も
ら

い
充
実
し

た
講
演
と

な
り
ま
し

た
。

　

６
月
20
日
（
土
）、
福
島
町
出

身
者
が
集
う
「
札
幌
福
島
会
」
が

札
幌
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
本
校

の
生
徒
４
名
が
福
島
町
の
特
産
品

を
販
売
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
本
校
商
業
科
の

特
色
を
生
か
し
、
生
徒
に
販
売
実

習
を
経
験
さ
せ
る
良
い
機
会
と
し

て
、
福
島
町
「
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
」
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
実
施

し
て
い
る
事
業
で
す
。
生
徒
達
は

緊
張
し
な
が
ら
も
、
来
場
者
の
温

か
い
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
、
無
事

販
売
実
習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
函
館
の
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
で
行
わ
れ
る
「
道
南
物

産
フ
ェ
ア
」
と
札
幌
で
行
わ
れ
る

「
商
業
教
育
フ
ェ
ア
」、
10
月
に
は

カ
ン
ト
リ

ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

で
販
売
実

習
を
行
う

予
定
で
す
。

　

７
月
３
日
（
金
）、
薬
物
が
身

体
や
精
神
に
与
え
る
悪
影
響
を
知

識
と
し
て
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と

も
に
、
近
年
、
若
者
の
間
に
広
ま

り
つ
つ
あ
る
様
々
な
違
法
薬
物
の

誘
惑
を
自
ら
拒
否
で
き
る
力
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
薬
物
乱

用
防
止
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
前
警
察
署
生
活
安

全
課
の
方
を
講
師
と
し
て
、
違
法

薬
物
が
身
体
に
与
え
る
健
康
被
害

や
生
活
上
生
じ
る
影
響
の
他
、
違

法
薬
物
が
身
近
な
と
こ
ろ
ま
で

迫
っ
て
い
る
例
が
示
さ
れ
、
薬
物

に
対
す
る
怖
さ
と
正
し
い
心
構
え

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
生
徒
を
代
表
し
、
生

徒
会
副
会
長
の
木
村
翔
一
朗
君
が

謝
辞
を
述
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
（
火
）、
夏
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
全
校
生
徒
に

よ
る
校
外
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
学
校
祭
で
踊
り
パ

レ
ー
ド
を
披
露
す
る
コ
ー
ス
を
中

心
に
、
１
年
生
は
役
場
・
道
の
駅

方
面
、
２
年
生
は
青
函
ト
ン
ネ
ル

記
念
館
・
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
方
面
、

３
年
生
は
小
中
学
校
・
海
峡
横
綱

ビ
ー
チ
方
面
を
約
１
時
間
か
け
、

ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
清
掃
に
限
ら
ず
、
常
に

美
化
意
識
を
持
ち
、
き
れ
い
な
町

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
部
を
中

心
に
、
玄
関
前
を
彩
る
花
の
プ
ラ

ン
タ
ー
作
り
が
７
月
３
日
（
金
）

に
本
校
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
７
名
の
お
母
様
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
を
中
心
と
し
た
約
190
個
の
花

を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
替
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
花
は
今
年
度
も
、
七
飯

町
の
大
沼
学
園
さ
ん
か
ら
福
島
中

学
校
の
生
徒
の
た
め
に
と
、
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
花
は
朝

夕
、
子
ど
も
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

心
和
や
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
の

皆
さ
ん
も

是
非
、
玄

関
前
の
プ

ラ
ン
タ
ー

の
花
を
見

に
福
島
中

学
校
へ
お

立
ち
寄
り

下
さ
い
。



　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で

す
。

　

給
付
は
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が

あ
り
ま
す
。

【
老
齢
基
礎
年
金
】

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
40
年
間
納

付
さ
れ
た
方
に
、
満
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

＊
老
齢
基
礎
年
金
の

　

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に
！

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は

原
則
と
し
て
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば
65
歳
前
の

希
望
の
時
期
か
ら
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
支
給
の
年

金
を
請
求
す
る
と
年
金
額
が
一
定

の
割
合
で
減
額
さ
れ
、
生
涯
減
額

さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
繰
り
上
げ
支
給
の
年
金

を
請
求
す
る
と
次
の
よ
う
な
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
検
討

し
て
か
ら
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

（
主
な
制
限
事
項
）

❶
一
度
繰
り
上
げ
支
給
の
請
求
を

す
る
と
、
取
り
消
し
、
ま
た
は

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

❷
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年

金
は
、
請
求
し
た
日
の
翌
月
か

ら
支
給
開
始
さ
れ
ま
す
。

❸
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

❹
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

☆
年
金
の
請
求
手
続
き
は
・
・

　

す
べ
て
の
年
金
は
、
受
け
ら
れ

る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
本
人
の
請

求
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

加
入
さ
れ
て
い
た
制
度
に
よ
っ

て
請
求
先
、
請
求
す
る
際
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
役

場
住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係
（
☎

47
―
４
６
８
１
）
又
は
函
館
年
金

事
務
所
お
客
様
相
談
室
（
☎
０
１

３
８
―
82
―
８
０
０
２
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

❺
65
歳
前
に
遺
族
厚
生
年
金
や
遺

族
共
済
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
繰
り
上

げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金
と
の

選
択
に
な
り
ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

　

国
民
年
金
に
加
入
中
の
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
計
を

維
持
す
る
子
が
い
る
場
合
に
は
、

加
算
額
が
あ
り
ま
す
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　

国
民
年
金
に
加
入
中
の
方
が
亡

く
な
っ
た
時
、
そ
の
方
に
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た｢

子
の
あ
る
配

偶
者｣

又
は｢

子｣

に
支
給
さ
れ

ま
す
。

老 齢 基 礎 年 金

障害基礎年金

遺族基礎年金

　保険料納付期間と免除 ( 猶予 ) 期間、厚生年金加入
期間等を合わせて25年以上ある方が原則として65歳に
なったとき請求して支給されます。

(保険料を40年間納めた場合～満額 )

年金額 ７８０, １００円

１級 ９７５, １００円
２級 ７８０, １００円

配偶者と子１人 １，００４，６００円
子のみ１人 ７８０，１００円

場
所　

福
島
町
役
場

時
間　

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　
『
予
約
制
』
の
た
め
、
９
月

４
日
ま
で
に
年
金
で
相
談
し
た

い
内
容
を
役
場
住
民
生
活
課
戸

籍
年
金
係
（
☎
47
―
４
６
８

１
）
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

01392-5-3509
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ご意見やお問い合わせは   農林課まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

福島町森づくり育樹祭開催！福島町森づくり育樹祭開催！

ブルーベリー収穫期＆第２回教育ファーム開催ブルーベリー収穫期＆第２回教育ファーム開催

　７月４日（土）、字三岳・館の沢地区で福島町森づくり協議会主催の町民森づくり育樹祭が開催
され、19名が参加しました。
　昨年までは植樹を行ってましたが、植樹後の保育作業も重要なため、今年は、昨年植樹したミズ
ナラに日を当て成長を促進させるため、下草の刈り取り作業を行いました。参加者は苗木を切らな
いように注意を払いながら集中して刈り取り作業を行っておりました。

　７月21日（火）、字三岳の管藤光男宅の圃場で、福島小学校５年生及び、吉岡小学校５・６年生
による教育ファームが開催されました。今回の教育ファームは、ブルーベリーの収穫体験と前回、
田植えをした黒米の観察会を行う予定でしたが、当日は、朝からあいにくの天候で、小雨の中、ブ
ルーベリーの収穫体験を開始しましたが、始まってまもなく雨が強く降り始め、少ない時間の中で
したが、児童たちはとても楽しそうに収穫体験を行っていました。
　また、福島町のブルーベリーが収穫期を迎え、７月中旬から８月下旬頃まで収穫され、随時、朝
市や直売所で販売されます。

―広報ふくしま　8月号―



福島地域マリンビジョン協議会事務局（水産商工課　水産係）まで
☎：47－3004 　FAX：47－4504まで

７月４日（土）、吉岡漁港でまぐろ延縄部会主催の大漁祈願祭が開催されました。
福島大神宮宮司による祈祷や参加者による拝礼が行われ、今年の海上安全と大漁祈
願を行いました。

　７月６日（月）小・中学校の給食にウ
ニ汁が出されました。使われたウニは福
島町産で、福島吉岡漁業協同組合からの
提供でした。子ども達からは「おいしかっ
た！！」という声が多くありました。

　７月７日（火）福島保育所でイカの食
育教室が開催されました。町の中山栄養
士がイカの栄養やスルメの作り方などの
説明を行いました。
　また、観光協会から「するめ～」が参
加し、園児たちと触れ合いました。

―広報ふくしま　8月号―



　みなさま、いかがお過ごしでしょうか？今回はかがり火コンサートについてお話をさ
せて頂きます。
　７月４日（土）に福島大神宮で盛大に開催されました。
　私も実行委員の一人として準備から参加させて頂いておりました。
　今年で２０回目となる節目。「すごい」の一言に尽きます。
　こうして町を盛り上げようと町内の有志や周辺地域の企業の方々が一つにまとまり、
事を成す姿に感嘆しています。そして、それを２０年に渡って継続されていることが素
晴らしいと感じています。「この福島町をなんとか盛り上げたい」という気持ちが継続
の源になっていることでしょう。
　単なるコンサートではなく、そこに郷土芸能の「松前神楽」を盛り込んでいたり、土
俵の上で開催するのは「福島町にはこういう素晴らしいものがあるので、内外にもっと知ってもらいたい」とい
う気持ちの表れだと察します。
　正しく地域活性化だと思います。今あるものの中で素晴らしいものと、新しいものとを融合させる。
　他にも福島町には素晴らしいものがあります。相撲のまち、青函トンネル工事北海道側の基地、マグロ、ウニ、
千軒そば、黒米など。これらをもっと引き立てるために、他と差別化を図るために、様々な角度からアプローチ
していくべく企画を練っております。それには町民の皆様のご協力が不可欠です。
　ご相談させて頂いた際には、是非ともご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　７月１日（水）から福島町役場の農林課に地域おこし協力隊として赴任しました野口
です。
　私は昔から北海道が好きで、趣味の一人旅では今まで10回以上遊びに来ておりました。
亜細亜大学を卒業してからパチンコ業界で11年働き、その後は製造業のキャノン・クボ
タと渡り、そろそろ自然の中で生活したいと思い、地域おこし協力隊に応募させて頂き
ました。
　地域おこし協力隊としてまず、福島町の自然や農産物を外に向けてアピールし、繁忙
期には農家さんを手伝いながら自身の技術の習得に努めたいと思っております。
　日々の仕事の事やイベントの事などは、ホームページに更新しておりますので、パソ
コンやスマートフォンをお持ちの方は、福島町観光協会のホームページから、観光担当と農林担当のフェイスブッ
クのページに行けますので是非一度ご覧になって下さい。
　最大３年間で地域おこし協力隊の任期が終わりますが、その後は農業での自給自足を目指していこうと思って
ます。
　農業を行うにあたって、やはり雪が降っている間をどうするかが一番考える所ですが、何を作るかはゆっくり
考えていこうと思っています。
　今、軌道に乗せようとしている農産物（黒米・横綱しいたけ・ブルーベリーなど）のアピールをしつつ、今あ
る資源を有効活用する案として思いつくのは、福島町は９割以上山林が占めているので、山の湧き水を天然水と
して売り出す事です。
　いろいろ考える事はありますが、今後とも宜しくお願いします。

地域おこし協力隊
川端　教文

地域おこし協力隊
野口　和也

▲松前神楽の奉納 ▲今年のアーティストは、ヒカシュー
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「
め
い
」
は
、
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
の
あ
る

方
や
家
族
に
対
し
て
、
福
祉
制
度

や
対
人
関
係
、
就
労
等
の
総
合
的

な
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
次
の
と
お
り
専
門
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

　

相
談
内
容
は
秘
密
が
守
ら
れ
、

相
談
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。

■
日
時　

　

９
月
２
日
（
水
）
10
時
〜
12
時

■
場
所

　

福
島
町
役
場
１
階
第
１
会
議
室

■
申
込
み

　

 

相
談
希
望
者
は
、
９
月
１
日

（
火
）
ま
で
に
左
記
の
問
い
合

わ
せ
先
に
申
込
み
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
47
―
４
６
８
２

　

平
成
27
年
度
第
２
回
北
海
道
警

察
官
採
用
試
験
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

◎ 

Ａ
区
分　

 

学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

等
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
28
年

3
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

◎ 

Ｂ
区
分　

 

Ａ
区
分
以
外
の
者

年
齢
（
Ａ
・
Ｂ
区
分
と
も
）
昭

和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
■
受
付
期
間

　

８
月
11
日
（
火
）
〜
26
日
（
水
）

　

※
電
子
申
請
は
８
月
21
日
ま
で

■
試
験
日

　

第
１
次
試
験　

９
月
20
日（
日
）

　

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
〜

　

11
月
上
旬

■
最
終
合
格
発
表

　

12
月
４
日
（
金
）（
予
定
）

■
採　

用

　

平
成
28
年
４
月
以
降

■
問
い
合
わ
せ
先

　

松
前
警
察
署
警
務
係

　

☎
０
１
３
９
―
42
―
３
１
１
０

　

平
成
27
年
度
・
平
成
28
年
度
採

用
の
消
防
職
員
採
用
試
験
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

■
採
用
予
定
者

　

 

一
般
消
防
職
員
及
び
救
急
救
命

士　

４
名

■
採
用
年
月
日

◎ 

一
般
消
防
職
員
又
は
救
急
救
命

士
免
許
取
得
者

　

平
成
27
年
10
月
１
日　

１
名

◎
一
般
消
防
職
員

　

平
成
28
年
４
月
１
日   

３
名

■
受
験
資
格
者　

◎
一
般
消
防
職
員

・ 

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以
上

の
学
力
を
有
し
、
満
18
歳
以
上

25
歳
未
満
の
者

・ 

短
期
大
学
卒
業
者
は
27
歳
未
満

の
者

・ 

大
学
卒
業
者
は
29
歳
未
満
の
者

◎
救
急
救
命
士

・ 

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以
上

の
学
力
を
有
し
、
満
20
歳
以
上

25
歳
未
満
の
者
で
、
救
急
救
命

士
免
許
取
得
者

※ 

年
齢
基
準
は
採
用
年
月
日
。
ま

た
、
い
ず
れ
も
普
通
自
動
車
運

転
免
許
取
得
者
又
は
採
用
日
ま

で
に
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取

得
中
の
者

■
身
体
条
件

◎ 

身
長
160
㎝
以
上
で
体
重
55
㎏
以

上
、
矯
正
視
力
で
0.7
以
上
等
の

基
準
が
あ
り
ま
す
。

■
試
験
科
目

◎
第
１
次
試
験

　

 

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
作
文
、

体
力
測
定

◎
第
２
次
試
験

　

 

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
面

接
試
験
を
実
施

■
試
験
日

◎
第
１
次
試
験 

８
月
22
日
（
土
）

◎
第
２
次
試
験 

９
月
中
旬
予
定

　

※
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み

■
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

◎
申
込
用
紙
の
請
求
及
び
提
出
先

・ 

郵
送
請
求
す
る
場
合
は
、
120
円

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
Ａ
４
版
以
上
）
に
住
所
氏

名
を
記
入
し
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

・ 
提
出
す
る
場
合
は
、
郵
送
封
筒

の
表
に
『
渡
島
西
部
広
域
事
務

組
合
職
員
試
験
申
込
書
』
と
朱

書
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
期
間

　

 

７
月
９
日
（
木
）
〜
８
月
７
日

（
金
）
15
時
必
着

◎
申 

込 

先

　

〒
０
４
９
―
１
３
３
１

　

松
前
郡
福
島
町
字
三
岳
45
番
地
１ 

　
渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
職
員
の
募
集

警
察
官
の
募
集

渡
島
圏
域
障
が
い
者
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
「
め
い
」
巡
回
相
談

　
渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

☎
47
―
４
０
１
８
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平
成
27
年
６
月
12
日
か
ら
食
品

衛
生
法
に
基
づ
い
て
、
豚
の
お
肉

や
内
臓
を
生
食
用
と
し
て
販
売
・

提
供
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
豚
の
お
肉
や
内
臓
を

生
で
食
べ
る
と
、
Ｅ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
な
ど
に
よ
る
重
い
食
中
毒
が

発
生
す
る
危
険
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

牛
・
豚
・
鶏
だ
け
で
な
く
エ
ゾ

シ
カ
な
ど
の
そ
の
他
の
動
物
も
、

お
肉
や
内
臓
を
生
で
食
べ
る
と
食

中
毒
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
お
子
さ
ん
や
お
年
寄
り

な
ど
抵
抗
力
の
弱
い
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

《
食
中
毒
予
防
三
原
則
》

☆ 

つ
け
な
い
…
手
や
食
材
、
ま
な

板
な
ど
は
こ
ま
め
に
洗
う
。

☆ 

ふ
や
さ
な
い
…
調
理
し
た
ら
す

ぐ
食
べ
る
。
冷
蔵
庫
の
過
信
は

禁
物
。

☆ 

や
っ
つ
け
ろ
…
肉
は
中
心
部
ま

で
十
分
に
加
熱
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
渡
島
保
健
所
木
古
内
支
所

☎
０
１
３
９
２
―
２
―
２
０
６
８

木
古
内
地
方
食
品
衛
生
協
会

☎
０
１
３
９
２
―
２
―
２
０
０
８

　

求
職
中
の
障
が
い
者
（
応
募
希

望
者
）
の
入
校
前
適
正
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

 

７
月
１
日
（
水
）
〜 

平
成
28

年
３
月
11
日
（
金
）
ま
で

　

詳
し
く
は
、
当
校
又
は
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

　

 

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

　

☎
０
１
２
５
―
52
―
２
７
７
４

　

FAX
０
１
２
５
―
52
―
９
１
７
７

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
特　

徴

① 

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、

申
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

② 

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

③ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

④ 

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

⑤ 

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

　

北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１
―
261
―
６
１
８
６

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
な
ど
の
依
存
症
か
ら
の
回
復

に
は
、
当
事
者
（
本
人
や
家
族
）

が
集
ま
り
、
お
互
い
の
体
験
を
安

心
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
場
へ

の
参
加
が
効
果
的
で
す
。

　

依
存
症
か
ら
の
回
復
の
た
め
、

本
人
や
家
族
と
支
援
関
係
者
等
が

思
い
を
語
り
合
い
、
一
緒
に
学
習

す
る
場
を
次
の
と
お
り
設
け
て
お

り
ま
す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日　

時

　

毎
月　

第
３
土
曜
日

　

北
海
道
は
、
全
国
的
に
見
て
、

喫
煙
率
が
高
い
地
域
で
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

男
性
は
全
国
３
位
、
女
性
は
全

国
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
女

性
の
喫
煙
率
が
高
い
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支

部
で
は
、
喫
煙
対
策
を
通
じ
て

加
入
者
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
る
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
禁
煙
啓

発
動
画
や
禁
煙
講
座
の
ご
案
内
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w
w
.kyoukaikenpo.

or.jp/shibu/hokkaido

■
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１
―
726
―
０
３
５
２

入
校
前
適
正
相
談
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

依
存
症
を
考
え
る
つ
ど
い

お
肉
や
内
臓
は
し
っ
か
り
焼

い
て
食
べ
ま
し
ょ
う
！

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か

ら
の
お
知
ら
せ

 

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場　

所

　

函
館
市
五
稜
郭
町
23
―
１

　

函
館
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
階
第
２
健
康
指
導
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渡
島
保
健
所

　

☎
０
１
３
８
―
47
―
９
５
４
８
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★児童扶養手当を受給している方（支給停止中も
含む）は ｢現況届｣ を、特別児童扶養手当を受給
している方は ｢所得状況届｣ の提出が必要です。
　該当する方へ８月上旬に通知しますので、必ず
期限内に手続きをして下さい。
　なお、この届けを提出しないと８月以降の手当
が受けられなくなりますので、ご注意ください。

○児童扶養手当とは

　離婚もしくは父又は母が死亡などの状況にある
場合で、父親、母親のいずれか、又は養育者が18
歳未満（中程度以上の障害のある場合は20歳未満）
の児童を監護、養育している場合に支給されます。
ただし、婚姻の届出をしていなくても事実上の婚
姻関係（異性との同居、異性の定期的訪問や生活
費の援助など）にあるときは手当の支給対象外と
なります。

　受給要件を満たしている方で、まだ申請手続き
がお済みでない方がおりましたら、下記までお問
い合わせ願います。

○特別児童扶養手当とは

　20歳未満の重度または中程度の心身障害児を養
育している父、又は母もしくは父母にかわってそ
の児童を養育している人が手当を受けることがで
きます。ただし、児童が施設に入所している場合
は手当の支給はされません。

児童扶養手当の「現況届」・特別児童扶養手当の
「所得状況届」の提出をお忘れなく！

【問い合わせ先】
・児童扶養手当（住民生活課住民生活係）
　☎４７―４６８１
・特別児童扶養手当（保健福祉課福祉係）
　☎４７―４６８２

　国勢調査は、平成27年10月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯を対象に、少子高齢化社会にお
ける日本の未来を描く上で欠くことのできないデータを得るために調査を実施します。
　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉・雇用政策・生活環境の整備・防
災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。
　今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、インターネットで回答されなかった世帯には、
後日、調査員が紙の調査票を配布して調査を行います。
　紙の調査票は、調査員に直接提出いただくか、郵送でも提出できます。
　９月10日 ( 木 ) から、調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますので、インターネット回答
又は調査員が配布する調査票での回答をお願いします。

総務省・北海道・福島町

国勢調査については，「国勢調査2015キャンペーンサイト」をご覧ください。

平成27年国勢調査を実施します

http://kokusei2015.stat.go.jp/ 国勢調査2015 検索
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　旅券（パスポート）の申請等を福島町役場で行っています。

　これまで、旅券の申請・交付の手続きは渡島総合振興局で行っていましたが、福島町に住民登録のある方は、

福島町役場で行う必要があります。

申請・交付場所、時間
　住民生活課住民グループ

　申請・・・９：００～１６：３０

　交付・・・９：００～１７：００

　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

対象
　日本国籍を有し、福島町に住民登録をしている方

必要書類（初めて申請する方）
　・一般旅券発給申請書（住民生活課窓口にあります）

　・戸籍謄（抄）本（６ヶ月以内に発行されたもの）

　・パスポート用写真（規格にあったもの縦4.5㎝、横3.5㎝）

　・本人確認書類（運転免許証、写真付き住民基本台帳カード等）

　・印鑑（シャチハタ不可）

手数料
旅券の種類 収入印紙 収入証紙 合計

１０年用（２０歳以上） １４, ０００円 ２, ０００円 １６, ０００円

５ 年 用（１２歳以上） ９, ０００円 ２, ０００円 １１, ０００円

５ 年 用（１２歳以下） ４, ０００円 ２, ０００円 ６, ０００円

注意事項
　・申請は代理の方でも可能ですが、受取は申請者本人となります。

　　（ 代理で申請をする場合は、申請者本人が記入する欄と、代理人の印鑑と本人確認書類が必要になるので

ご注意ください。）

　・郵送による申請・受取はできません。

　・「１２歳未満」として申請が可能なのは、１２歳の誕生日の前々日までです。

問い合わせ先 ： 住民生活課住民グループ　☎４７－４６８１

※ 渡島総合振興局での申請・交付は原則できませんのでご注意ください

―広報ふくしま　8月号――広報ふくしま　8月号―



第29回 やるべ福島イカまつり

「路線バス」を利用しましょう !!

●日　時　8月13日（木）午後3時00分～
●場　所　海峡横綱ビーチ　特設会場
●内　容　舞台催事（福島中吹奏楽・アマチュアバン

ド）、スルメ釣り大会、力士との綱引大会
活イカつかみどり大会、海峡花火大会など

　夏休みの行楽や、帰省は安心・安全な路線バスを利用
しましょう。
① ご利用の際は、お得なプリペイドカードがバス車内で
購入できます。

② 函館行き快速松前号をご利用の際は、ポイントがもらえ
ます。片道７回利用で片道１回が無料となります。

　今年も横綱記念館で九重部屋力士の朝稽古が見学で
きます。この機会にぜひお越しください。

●時　間：午前８時～午前10時頃
●場　所：横綱記念館

８月11日（火）～24日（月）

■問い合わせ先
　水産商工課商工観光係　☎47-3004

■問い合わせ先
　福島町観光協会（水産商工課内）☎47-3004

■問い合わせ先
　函館バス㈱松前出張所　☎0139-42-2015

６
月
風
呂
の
日
の
当
選
者

館　

崎  

西
田
眞
沙
代　

さ
ん

吉　

岡  

稲
村　

知
子　

さ
ん

吉　

岡  

小
川　

昭
秀　

さ
ん

吉　

岡  

野
坂　

花
音　

さ
ん

日　

向  

対
馬　

勝
子　

さ
ん

福　

島  

鳴
海　
　

武　

さ
ん

館　

古  

斎
藤　

明
洋　

さ
ん

三　

岳  

木
村
真
理
子　

さ
ん

三　

岳  

鳴
海　

信
子　

さ
ん

三　

岳  

吉
田　

隆
寿　

さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

吉岡温泉だより

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！

家族みんなで、温泉へ出かけましょう！
●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券を１０組プレゼント！

みんなで守ろう !
　　　地域公共交通

８月の風呂の日

販売価格（利用金額）

5,000円（5,800円）

3,000円（3,420円）

2,000円（2,200円）

1,000円（1,080円）

代替調理師と代替保育士を探しています

0138-73-7590

　福島保育所では、職員が休んだ時に勤務してくれる代
替の調理師と保育士が不足しております。
　調理師免許をお持ちの方、保育士免許をお持ちの方で、
代替登録をして要請された時に働けるという方は、ご連絡
ください。
■問い合わせ先　認定こども園福島保育所　☎47-3440
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木古内町

　木古内の海に眠っている咸臨丸をテーマとしたきこな
い咸臨丸まつりを開催します。 
●日　時　８月15日（土） 15:00～ 
　　　　　８月16日（日） 15:00～
●内　容　 咸臨丸パレード、木古内小・中学校吹奏楽部

演奏会、北海道新幹線クイズ大会、H5系ミ
ニ新幹線乗車体験など

●場　所　みそぎ公園
　　　　　（木古内町健康管理センター横）
●問い合わせ先 
　きこない咸臨丸まつり2015実行委員会 
　☎01392-2-2046 

8月は福島保育所（５歳児）のお友達の絵です

【左から】
かどや　ゆうすけ　く　ん
きむら　しょうご　く　ん

　８月は、北方領土問題に対する国民の理解をさらに
深め、全国的な北方領土返還要求運動の一層の推進を
図ることを目的とした全国強調月間です。

渡島・檜山地方税滞納整理機構からのお知らせ

渡島・檜山地方税滞納整理機構は、納税に誠意のない
方に対し、滞納整理を専門として行う組織です。
　平成16年度に設立され、今年で12年目となりました。
　市町に代わり差押え・公売等の強制的な滞納整理を
行い、税負担の公平性を図っております。
　機構では、各市町から処理困難な事案を引き受け、
滞納整理を行っております。
　昨年度の引受実績は以下のとおりです。
◇平成26年度引受の実績

引受人数 ２７１人（法人含む）（内　福島町１０人）

引受金額 ２億７，１４５万円（内　福島町８９６万円）

徴収金額 １億５，０３６万円（内　福島町５５８万円）

徴 収 率 ５５．３９％（福島町分　６２．３１％）

差押件数 ５３１件（福島町分７件）

松前町

　伝統の山車行列、花火大会、盆踊り
など見所満載！ 
　なかでも、全国的にも珍しい鎧兜を
身にまとい、バイクを馬にみたてて町
内を疾走するバイク武者軍団を是非ご
覧ください！
●日　時
　８月１３日（木） 午  後 ～バイク武者軍団パレード
 20:00 ～花火大会
　　　１４日（金） 13:00 ～山車行列
　　　１５日（土） 18:00 ～盆踊り大会
●場　所　松前町内一円（城下通りなど）
●問い合わせ先　松前観光協会　☎0139-42-2726

知内町

　中ノ川太鼓やバンド演奏、ダンスショーなどが行われ、
今年のラストは花火と吹奏楽のコラボ！近距離から短時
間で打ち上げられる花火は迫力満点です。
●日　時　８月14日（木） 
【プログラム】 
　13:55  アトラクション 綱引き（予選）
　16:10　開会セレモニー
　16:25  中ノ川太鼓
　17:10  バンド演奏 　17:50　演歌歌手（清水博正）
　18:30　北海道教育大学函館校　モダンダンスクラブダンスショー
　19:10　花火・吹奏楽コラボ
●場　所　知内川河川敷特設会場 
●問い合わせ先 
　サマーカーニバル in 知内実行委員会　☎01392-5-5340

―広報ふくしま　8月号――広報ふくしま　8月号―



○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

８
月
６
日 

（
木
） 

午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

８
月
19
日 

（
水
） 

松
前
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
１
時
45
分

●
初
回
講
習　

午
後
３
時

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

 

２
，
５
０
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円
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新
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講
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手
数
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運
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６
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７
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日
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出
分

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
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と
う

☆
お
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や
み
も
う
し
あ
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ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方  

年
齢 

地
区
名

山
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君
江
さ
ん（
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歳
）塩　

釜

長
橋　
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日曜当番医 人口と世帯
 （H27. ６月末現在） 

前月比

８月２日　小笠原クリニック
　　９日（木古内国保病院）
　　16日　深浦医院
　　23日（松前町立病院）
　　30日（木古内国保病院）

人　口 ４, ５８８ 人 －３ 人

男 ２, １４５ 人 ＋１ 人

女 ２, ４４３ 人 －４ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, ２６６ 世帯 ＋１ 世帯

第705号

平成27年８月１日発行

ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　平成27年7月23日現在までの寄付金が下記の
とおりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！

担当：企画財政課政策推進係  ☎47-3007

期　　間 件数 寄　付　金

H18.4～ H27.3 394件 22,521,222円

H27.4～7 140件 905,000円

小　計　① 534件 23,426,222円

使ったお金② 6件 1,394,000円

①－② 22,032,222円

このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望さ
れる方は、 企画財政課広報広聴係 （☎47－3007） までご連絡ください。 

スピードダウンキャンペーン実施中！
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（9：00～15：00）

〈８　月〉

16日 全 店 営 業
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